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第第 77 章章  観観光光庁庁とと連連携携ししてて実実施施すするる業業務務  
1.ポータルサイトでの情報発信に係る業務 

本調査業務の商品化に向けて、本調査業務の一環として観光庁で開設するポータルサイト

「タビカレ」での情報発信や、ポータルサイトに掲載するために観光庁で製作する PR 映像用

の映像素材の提供を行った。 

次ページ以降では、提供した画像データ、映像素材等によって構成された「タビカレ」web

ページを示す。 

※社内規定により、PR 映像部分（youtube）はエラー表示となる。 

 

 

 

 



 官民協働した魅力ある観光地の再建・強化事業「神戸発・日本初“イルカたちと過ごす感動の二日間”」に係る調査業務  

120 

 

◆タビカレ：取組紹介 
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◆タビカレ：最新情報 
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◆タビカレ：モニターツアー 
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2.商談会や PR イベントへの参加に係る業務 
観光庁で開催する商談会及び PR イベントに調査対象地域が参加する際の展示内容の検討や

展示物の提供を行った。 

本調査業務では、 

 

 ○「タビカレ特別カリキュラム」の「STEP1 課題提示」販促ツール「プラスワン」制作 

 ○近畿の魅力ある観光地 PR展での PR 

 ○「タビカレ特別カリキュラム」の「STEP3 タビカレ学園祭」での PR 

 

をそれぞれ行った。 

その詳細については、次ページ以降に示す。 
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◆「タビカレ特別カリキュラム」の「STEP1 課題提示」販促ツール「プラスワン」制作 

□概要 

○「タビカレ特別カリキュラム」の「STEP1 課題提示」販促ツール「プラスワン」制作に

対して、本調査業務で制作した PR 用の「イルカてぬぐい」にて応募した。 

 

□応募プレゼンシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸市立須磨海浜水族園（株式会社ウエスコ）

コウベシリツスマカイヒンスイゾクエン

2 神戸発・日本初　“ イルカたちと過ごす感動の二日間”

代表者名（ふりがな）・役職名
園長　亀崎直樹（かめさきなおき）
〔㈱ウエスコ神戸支店まちづくり課課長　兵頭良一（ひょうどうりょういち）〕

担当者名（ふりがな）・役職名
経営企画室主幹　小林弘嗣（こばやしこうじ）
〔㈱ウエスコ神戸支店まちづくり課　荒木俊之（あらきとしゆき）〕

応募者の概要

【応募者の概要・特色】
　　水族館
【資本金等】
　　－
【設立年月日】
　　昭和32年5月開園
【営業・活動年数】
　　56年
【組織体制】
　　－

所属部署
神戸市立須磨海浜水族園経営企画室
（㈱ウエスコ神戸支店まちづくり課）

郵便番号・住所
〒654-0049　神戸市須磨区若宮町1-3-5
（〒651-0092　神戸市中央区生田町2-2-2）

電話
078-731-5020
（078-252-2557）

ファックス
078-733-6333
（078-252-2560）

携帯

メールアドレス
k-kobayashi@sumasui.jp
（t-araki@wesco.co.jp）

4 返却希望　　　・　　　返却不要制作物の返却希望

応募者名
（民間事業者や団体）

ふりがな

地域・提案テーマ

3

応
募
者
の
情
報

以下、担当者の情報を記載願います。

【応募書類②】

官民協働した魅力ある観光地の再建・強化事業
タビカレ特別カリキュラム「課題提示」

＜応募者「事業者」について＞

応募プレゼンシート

1
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5 豊かな海を学べる「イルカてぬぐい」

6

　今回のメインモニターツアーと連携する「須磨ドルフィンコースト」に
は、①須磨海岸のイメージアップと地域経済の活性化、②須磨海岸の環境
保全と環境教育の推進、③イルカ飼育環境の向上、行動の変化とその科学
的検証の３つの目的があります。
　制作物である　豊かな海を学べる「イルカてぬぐい」　は、その目的の
②、③を観光客や地域の皆さんにご理解頂くためのツールであり、メイン
モニターツアーにおいて実施した環境学習（ドルフィンレクチャー）のた
めの教材です。
　この手ぬぐいには、イルカの祖先といわれるカバ、イルカが生きている
ために必要なサバなどの魚類、その魚類がエサとするプランクトンなどを
描き、「食物連鎖」を分かり易くイラストで表現しています。
　皆さんには、この手ぬぐいを眺めて頂きながら、イルカが住む海を、今
後も豊かな海として、守り、育てることに共感頂き、須磨地域だけではな
く、地域の環境保全に興味や関心を持って頂けようにと考えています。

7

○子どもにも理解されやすいように、イラストを基調としています。
○イルカは須磨海岸にいるリアとジーナをモデルにし、
　鼻やそれぞれのヒレなどの体の特徴も記載しています。
○全体の絵の作りは海の中の「食物連鎖」や「生物の多様性」なども理解
　できるように、ストーリー性を持たせています。
○現地での環境学習（ドルフィンレクチャー）に対応できるように、
　少し大きめな教材として、実用性の高い手ぬぐいとしています。
○自宅でも手軽に思い返せるように、同じイラストが描かれたカードも
　入れています。
○モニターツアーでは、家族層の参加が想定されることから、色を３色
　（青、赤、緑）用意し、どの世代の方でも好んで選んでもらえるように
　配慮しています。また、可愛らしいデザインになっているので普段にも
　使えます。

8

○食物連鎖やイルカ自身の能力など手ぬぐい1つのデザインで視点を
　変えると様々なストーリー展開ができる、「環境」について学べる
　手ぬぐいになっています。
○特に、手ぬぐいとすることで、実用性があり、また、浜辺に持ち運びも
　できる「環境学習のための教材」である点に、オリジナリティーを
　持たせています。

9

　本ツアーは、単なる地域を巡る旅行・ツアーではなく、イルカが都市近
郊の海辺で泳ぐ姿を見ることができるとともに、イルカの生育環境や地域
の環境保全の取組など「環境」について学ぶこともできる「体験型観光学
習ツアー」です。
　まだ、ツアーで環境学習を聞いていない方には手ぬぐいに描かれた絵の
内容はわかりません。だからこそ、現地では手ぬぐいを使ってどんな話が
聞けるのだろうと、ツアーに興味や期待をその場でもっていただきやすい
アイテムになっています。一緒に入れている解説のカードをみて頂き実際
にはどんなお話が聞けるのか、ツアー販売時にはお客様とお話ししながら
本ツアーをおすすめできるのではないかと思います。
この「体験型観光学習ツアー」の特徴をPRできる販売促進ツールとして
活用できるアイテムと考えています。

創意工夫した点

強調したいアピールポイント

＜販促ツール「プラスワン」について＞

制作した「プラスワン」の名称

制作物（販促ツール「プラスワ
ン」
の意図・目的

・旅行者（一般生活者）にどの
ように
　アピールできるか　等

ツアー販売時、販売担当者が
どのように活用できるか
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10

　ツアー催行時に実施する「環境学習（ドルフィンレクチャー）」での学
習教材として、また、暑さ対策の日よけや手ぬぐいとしての利用が可能で
す。
　ドルフィンレクチャーは夏の暑い中、イルカの住む海に足元まで入って
涼んでいただけます。その後に、足の水をふき取ったり、汗や顔や手を
洗った後の水を拭ったりとすぐに役立つアイテムとして使えます。また、
ツアーが終わった後にもイルカとの思い出が残った手ぬぐいとして、日頃
活用できます。
　手ぬぐいの袋の中には絵の解説カードも入っているので、話の内容を思
い出したり、お子様の夏休みの自由研究の参考になったりと思い出を学習
対象としても活用できます。

11
■製作期間：２週間程度
■量産体制：今後整備することは可能と考える

12

　本ツアーでは夏に砂浜で環境学習をします。ツアーに使用する教材とし
て冊子にしようと考えましたが、それでは砂浜で雨が降ったらレクチャー
中濡れてしまいます。それならばと下敷き、うちわなどの案も出ましたが
家族一緒に持っていても大人は下敷きを使わない、うちわは雨に濡れます
し、夏しか使わないアイテムです。
　そこで案が出たのが「手ぬぐい」です。手ぬぐいは、環境学習の教材と
しても広げると程よく大きく見えるサイズ、ツアー中での日よけ対策や汗
拭きなどタオル代わりとしても活用でき一石二鳥です！また、難しいだけ
の学習会ではなく、手ぬぐいを使って楽しんで聞いてもらます。
　手ぬぐいの監修は須磨海浜水族園の亀崎園長にお願いしました。また、
デザインは飼育スタッフがその生き物たちの特徴をとらえながらも可愛ら
しいタッチで描いています。また楽しい想像を膨らましてもらうため、あ
えて手ぬぐいをには文章を使っていません。その結果、普通のデザインの
手ぬぐいではなく海の環境も伝わり、ツアーでの学習会が楽しみにもなる
可愛らしい手ぬぐいになりました。

13

　モニターツアーの実施は既に終わりましたが、単なる「観光・ツアー」
ではなく、イルカウォッチングとともに、豊かな海を守り、育てるための
「環境学習（ドルフィンレクチャー）」も実施し、環境保全を学ぶことの
できる「体験型観光学習ツアー」として取り組みました。この手ぬぐい
は、イルカがかわいいから見に行こう！だけではなくイルカやイルカが住
む海のことを知りに行こう！という気持ちももってい頂ければという思い
も込められています。ツアーに行って環境のことを考え、実用性もあり普
段から使える手ぬぐいが最後にはお客様の気持ちも動かすものとなれば嬉
しく思います。

14

ツアー販売以外で、想定できる
活用シーン
例）各地域現地での活用方法

制作物決定までに
関係者で議論した内容・エピ
ソード等

その他

審査員・旅行検討者に一言

・2頁目以降は複数枚になっても差し支えありません。
・参考となる資料があれば添付していただいてもかまいません。

生産性について
・制作期間
・量産体制整備可否
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□結果：「タビカレ」web ページ 
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◆近畿の魅力ある観光地 PR展（1/22：JR大阪駅 中央コンコース大丸前 旧時計台広場） 

□概要 

○近畿運輸局管内 11 地域の取組の紹介と地域の PR による観光誘客を目的に、「近畿の魅力

ある観光地 PR 展“関西タビカレイレブンここに参上”」が実施され、それに参加した。 

○ステージでは、本調査業務の取組の紹介と地域の PR を行った。 

○PR ブースでは、チラシ、グッズ等の配布を行った。 

○ブースへの来客数：約 300～330 人 

○配布物：チラシ、手ぬぐい、ピンバッジ、ポストカード、ステッカー、須磨の観光案内パ

ンフレット 

 

□プログラム 
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□会場の様子 
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◆タビカレ特別カリキュラム」の「STEP3 タビカレ学園祭」（2/1,2：東京ビックサイト） 

□概要 

○全国 78 地域の取組の紹介と地域の PR による観光誘客を目的に、「タビカレ学園祭」が実

施され、それに参加した。 

○「タビカレ学園祭」修了プレゼン（2/2）では、本調査業務の取組の紹介と地域の PR を行

った。また、タビカレガールズレポーター ブース生中継!!（2/2）でも、本調査業務の取

組を紹介した。 

○PR ブースでは、チラシ、グッズ等の配布を行った。 

○ブースへの来客数：約 800～1,000 人（※旅行会社、記者等、17 人） 

○配布物：チラシ、手ぬぐい、ピンバッジ、ポストカード、ステッカー、神戸・須磨の観光

案内パンフレット、神戸のしおり、神戸のポストカード 

 

□プログラム 
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□会場の様子 
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□「タビカレ学園祭」修了プレゼンの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□タビカレガールズレポーター ブース生中継 
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□「タビカレ学園祭」修了プレゼン ppt 原稿 
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□セールスシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タビカレ　セールスシート
ツアー名 No.

①

②

③

④

⑤

発地

着地

発地

着地

各回 50 名 備考： 各回 2 名

予約URL

【対応時間】 9:00～17:00

須磨海浜水族園トレーナーによるドルフィンレクチャー！

全室オーシャンビューのシーパル須磨に宿泊！

○カップル、夫婦、家族連れ、三世代など、幅広い層に対応できる旅行商品です。
○須磨海浜水族園　URL：http://sumasui.jp/

神戸市立須磨海浜水族園入園付き

イルカの学習教材プレゼント「イルカと海の生き物を学ぶ手ぬぐい」

日帰りプラン(昼飯付)大人1人

最少催行人数催行人数

設定時期
(想定）

②

①

行程

企画者の
連絡先

【会社・団体名】
須磨観光協会（事務局：神戸市須磨区まちづくり推進部まちづくり課）／
須磨海浜水族園

【担当者】 須磨区役所まちづくり課／須磨海浜水族園経営企画室
【電話番号】 078-731-4341／078-731-5020

手配上の
注意

特記事項

上限金額

キャンセ
ル料の規

定
※未定

　〃
　〃

ツアーの
問い合わ

せ先
【お問い合わせ対応時間】 　〃

【電話番号】

未定

ツアーの
ポイント

単位

宿泊プラン(二食付)
大人1人

（大人１人様等） 0,000円～

①

②

プラン内
容旅行代

金

日本初、都市部におけるイルカの海域飼育！

下限金額

13,800

設定日
～0,000円

4,100

一律金額の場合は

下記に記入

11,300

■行程　2014年　想定例
★1日目
13：00　ドルフィンレクチャーと海の中でのイルカにタッチ
　　　　　サイン出しなど
14：30～須磨海浜水族園にてイルカにタッチ・記念撮影、
　　　　　アザラシにタッチ、ペンギンのエサやり体験等、
　　　　　海の動物とのふれあいをお楽しみください。
16：00～イルカ号に乗船。サンセットクルーズと夕食を
　　　　　　お楽しみ下さい。

★2日目
10：00  チェックアウト　※朝食は7時30分～9時
　　　　終日フリー（追加代金で下記ツアー参加可能）
　　　　2Dayチケットで水族園もお楽しみ頂けます。

■行程　2013年　実績　宿泊（例）
★1日目
　10:30～　「シーパル須磨」にて受付
　　　　　　※水族園等自由行動、昼食は各自
　13:20　　「ドルフィンコースト」現地集合
　13:30～　ドルフィンレクチャー
　14:00～　ドルフィンウォッチング
　14:30～　須磨海浜水族園にてイルカにタッチ
　　※水族園等　自由行動
　18:00～　シーパル須磨にて夕食特製御膳

★2日目
　10:00　チェックアウト　シーパル須磨にて解散

神戸発・日本初イルカたちと過ごす感動の二日間！ 48

【会社・団体名】
【担当者】

6月～8月　※毎日実施
各地

須磨地域

※2013年実績
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□ストーリーシート 
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□ストーリーブック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□新聞、テレビ、雑誌等のメディア紹介 

○新聞では、神戸新聞（2/2 付 29 面）に 1 件の掲載があった。 

○テレビでは、日本テレビ系「NEWS ZERO」（2/3 23:24～）における「日本初！「タビ

カレ学園祭」新たな観光スポットとは？」にて、イルカの搬入風景と生け簀内を泳ぐイル

カの姿が映像で流れた。また、テロップには、「神戸市須磨区 神戸発・日本初“イルカ

たちと過ごす感動の二日間」が提示されていた。 
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□総合順位：「タビカレ」web ページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 官民協働した魅力ある観光地の再建・強化事業「神戸発・日本初“イルカたちと過ごす感動の二日間”」に係る調査業務  

145 

第第 88 章章  ままととめめ  
 

ここでは、本調査業務で実施したモニターツアーの成果や、効果検証の結果、浮き上がった

課題・解決策、次年度以降の商品化に向けての見通しを記載する。 

 

◆本調査業務で実施したメインモニターツアー等の成果 

○本調査業務では、メインモニターツアーとして、宿泊プランおよび日帰りプランを造成し、

催行した。また、オプショナルツアー（ご当地ツアー）を 5 種類造成し、催行した。 

○催行期間中、メインモニターツアーでは、宿泊プランおよび日帰りプランをあわせて、387

人（1 日平均約 9.4 人：2013.6.22～7.31）の参加を得られた。 

○メインモニターツアーに関するアンケート調査をみると、総合評価としての満足度は、宿

泊で 70％以上、日帰りで 60％以上の方が「満足した」と回答されている。また、当ツア

ーへの再参加（リピート）の意向についても、それぞれ 60％以上の方が、「参加したい」

と回答されている。さらには、今後の当ツアーの実施についても 70％以上の方が「継続す

べき」と回答された。 

○メインモニターツアーPR のために実施した「須磨イルカの日 2013」「須磨ドルフィンコ

ースとプロジェクト特別企画「音とイルカのハーモニー海の日サンセットライブ」」では、

ともに 1,000 人を超える参加を得られた。 

○オプショナルツアー（ご当地ツアー）については、【A】ご当地ツアー須磨ドルフィンコー

ストとドルフィンウォッチングでは 760人の参加があった一方で、それ以外の 4ツアーは、

6 人～29 人と低調であった。 

○なお、本調査業務の核となる「須磨ドルフィンコーストプロジェクト」の実施により設置

されたドルフィンコーストの観覧者数は、約 6.3 万人であった。 

 

◆効果検証の結果 

○定量的な効果検証では、「須磨ドルフィンコーストプロジェクト」の実施にともない、須

磨海岸の海水浴客数が約 74 万人（前年同時期比：約 5.8％増）を記録し、過去 5 年では最

大値となっている。また、比較可能な数値では、須磨海浜公園第一駐車場の駐車台数が前

年同時期比約 7.8％増、須磨海浜水族園の入園者数が同約 15.5％増となっており、集客増

の効果がみられた。 

○須磨地域の鉄道の玄関口ともなる JR 須磨海浜公園駅の乗降客数は、前年同時期比約

13.7％増を記録しており、地域への来訪者増が確認された。 

○定性的な効果検証では、例えば、須磨海岸の海の家などの周辺商業施設へのヒアリング調

査では、「売り上げが上がった」と回答される施設が多くみられた。 

○「須磨ドルフィンコーストプロジェクト」とのタイアップにより、ドルフィンロードと命

名した若宮商店街へのヒアリング調査では、「日曜日など人通りが増え活気がでた」とい

う意見がみられた。また、「期間中、商店街では、須磨海浜水族園のチケットが 10％OFF

になるチケットを配布し、須磨海浜水族園で約 100 枚の利用があった」というように、地

域内での回遊性が確認できた。 
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◆浮き上がった課題・解決策 

□須磨地域や須磨ドルフィンコーストプロジェクトなど取り組みの認知度に関する課題 

○メインモニターツアーに関するアンケート調査をみると、約 70％の方が、兵庫県・大阪府

内からの観光客であり、集客範囲が非常に限られている。また、「タビカレ学園祭」など

での PR 活動でも認められたように、三宮や元町、北野といった神戸市中心部での観光に

限られると話される来訪者が多かった。このように、須磨地域への広域からの観光客を誘

客するとともに、神戸市中心部から須磨地域が位置する西部への回遊性を高めることが課

題である。 

○本調査業務は、「須磨ドルフィンコーストプロジェクト」を核とした「神戸発・日本初」

の都市近郊におけるイルカの海域飼育を特徴としているものの、「タビカレ学園祭」など

での PR 活動では、神戸市須磨地域の認知とともに、都市近郊におけるイルカの海域飼育

についての認知も低かった。そのため、「神戸発・日本初」が示すように、都市近郊にお

けるイルカの海域飼育を行っている神戸市須磨地域を印象づけることが課題である。 

○面的な広がりをもつ須磨地域の観光地であるが、オプショナルツアー（ご当地ツアー）で

もっとも集客があったのは、須磨海浜水族園と須磨ドルフィンコーストのご当地ツアーで

あった。一方で、本調査業務の核である「須磨ドルフィンコーストプロジェクト」を実施

した須磨海岸から離れるようなご当地ツアーは人気がなく、広報・宣伝期間が短かったこ

ともあり、数人～30 人弱にとどまった。そのため、須磨海岸から須磨地域内の様々な観光

施設への回遊性を高めるために、各施設との連携はもとより、魅力を高め、観光客に認知

してもらうことが課題である。 

○「須磨ドルフィンコーストプロジェクト」を核とした本調査業務では、夏季がベースとな

ったツアーであったことから、本年度では、8 月以降のオプショナルツアー（ご当地ツア

ー）で参加者が集まらなかったツアーもみられた。来年度の「須磨ドルフィンコーストプ

ロジェクト」は、7～8 月を予定しているものの、その前後の季節、春季、秋季において周

遊できるようなご当地ツアーの造成と PR が課題である。 

○これらの課題については、本年度以上の多様な媒体における PR はもとより、効果的な広

報・宣伝期間や方法、新たなご当地ツアーの造成などを検討し、進めていくことで解決し

たい。 
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□メインモニターツアーの実施に関する課題 

○宿泊プランについて、特に一般の宿泊客が多い土・日・祝前日に客室不足が生じた。 

○今後の期間延長に際しては、提携宿（ホテル・旅館）の拡大など、ドルフィンウォッチン

グなどの体験プログラムのキャパシティに見合った部屋数の確保を進めることで解決し

たい。 

○本調査事業では、期間中に悪天候のため代替えツアーを実施したのは、1 日のみであった。

その際の最終判断の方法や時間、お客様への連絡方法などに課題が残った。また、代替え

ツアーの内容の充実も検討課題である。 

○現在、須磨海浜水族園を中心に、実施の有無の判断方法や時間、お客様への連絡方法など、

的確な判断と確実な連絡方法の構築を検討しており、代替えツアーに関する内容の充実も

検討中である。 

○メインモニターツアーにおけるドルフィンウォッチングとドルフィンレクチャーは、真夏

の炎天下のなか、海辺での体験となっている。本年度は、特に大きな問題はなかったが、

参加者からは、熱い砂浜の上で炎天下のなか 15 分間話を聞くのはしんどいと意見が多数

あった。また、雨天時も傘を差して、長時間立ったままとなるため、炎天下や雨天時に体

験する際の環境整備が課題である。 

○また、お年寄りから子どもまで幅広い年齢層の方が参加して頂いているが、砂浜までは整

備された道がなく、砂浜を長距離移動して頂くこととなった。特に、ベビーカーや車いす

の方には大変不便な環境であったことから、砂浜に板を引いたり、段差をなくしたりとユ

ニバーサルデザインを意識した施設や設備の充実が課題である。 
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◆次年度以降の商品化に向けての見通し 

○シンポジウムでの発表や「タビカレ学園祭」用に作成したセールスシートに記したように、

来年度「2014 須磨ドルフィンコーストプロジェクト」を実施することが決定しており、

それにともなって、本調査業務で実施したメインモニターツアーを発展させた宿泊および

日帰りツアーの造成を旅行業者とともに進めていくことが必要である。 

○また、「タビカレ学園祭」にて旅行事業者から問い合わせのあった「団体旅行」の取り扱

いについても、須磨海浜水族園を中心に、受け入れ体制が整えられるか検討中である。 

○オプショナルツアー（ご当地ツアー）については、春から秋にかけて実施できるように、

須磨地域の事業者を中心に、須磨地域内の観光施設との連携強化や調整を進めており、本

調査業務で実施した 5 種類のツアーをベースにしたツアーの再構築を行い、来年度も実施

する予定である。 

○このように、本調査業務で実施したメインモニターツアーを発展させた宿泊および日帰り

ツアーの造成、新たなオプショナルツアー（ご当地ツアー）の造成を進めており、それぞ

れ来年度の本格的実施を進めている。 

○また、「須磨ドルフィンコーストプロジェクト」を核として地域ビジネスの創出、例えば、

須磨ドルフィンコーストプロジェクトにおけるキャラクター等のプロパティを使用して

商品化を行うライセンスビジネスの展開、また、地域事業者の販売促進として、ロゴなど

名入れしたオリジナルセールスプロモーショングッズの製作促進、飲食料品や雑貨など幅

広い品目での地域特産物の商品化の展開などもあわせて検討している。 
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